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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年6月7日(2012.6.7)

【公表番号】特表2011-518904(P2011-518904A)
【公表日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2011-505408(P2011-505408)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  51/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/13    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月11日(2012.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）芳香族ポリカーボネートおよび／または芳香族ポリエステルカーボネート、
Ｂ）少なくとも２つのグラフトポリマー分散体Ｂ．１およびＢ．２の混合物の共沈によっ
て得られうるグラフトポリマーであって、グラフトポリマー成分Ｂ．１の製造は開始剤と
して少なくとも１つの酸化還元システムを用いて行われ、グラフトポリマー成分Ｂ．２の
製造は開始剤として少なくとも１つの過硫酸塩化合物を用いて行われることを特徴とし、
および
Ｅ）フェノール性酸化防止剤、
を含有する組成物であって、
塩基性または酸性の官能基を含有する安定剤（成分Ｅ）および協力剤（成分Ｆ）を含有し
ない組成物。
【請求項２】
　Ａ）１０～９９重量部の芳香族ポリカーボネートおよび／または芳香族ポリエステルカ
ーボネート、
Ｂ）１～５０重量部の、少なくとも２つのグラフトポリマー分散体Ｂ．１およびＢ．２の
混合物の共沈によって得られうるグラフトポリマーであって、グラフトポリマー成分Ｂ．
１の製造は開始剤として少なくとも１つの酸化還元システムを用いて行われ、グラフトポ
リマー成分Ｂ．２の製造は開始剤として少なくとも１つの過硫酸塩化合物を用いて行われ
ることを特徴とし、
Ｃ）０～４０重量部のビニル（コ）ポリマーおよび／またはポリアルキレンテレフタレー
ト、
Ｄ）成分の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて、０～５０重量部のリン含有難燃剤、
Ｅ）成分の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて、０．００５～１重量部の少なくとも１つのフェノ
ール性酸化防止剤、
Ｆ）成分の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて、０～４重量部の中性のリンまたは硫黄含有共安定
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剤（以後協力剤とも呼ぶ）および
Ｇ）成分の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて、０～５０重量部の添加剤
を含有する請求項１による組成物。
【請求項３】
　（各場合、成分の重量部の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて）０．０２～０．３重量部の成分
Ｅと０．０５～０．５重量部の成分Ｆとを含有する請求項２による組成物。
【請求項４】
　（成分の重量部の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて）２～３０重量部の成分Ｄによるリン含有
難燃剤を含有する請求項１～３の１つによる組成物。
【請求項５】
　成分Ｅは、
２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルクレゾー
ル、
テトラキス［メチレン－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシシンナマー
ト）］メタン、
２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール）、
ベンゼンプロピオン酸－３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシ－１
，１’－（チオジ－２，１－エタンジイル）エステル、
１，１，３－トリ（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－６－メチルフェニル）ブタ
ン、
オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート、
４，４’－ブチリデンビス（６－ｔｅｒｔ．－ブチル－３－メチルフェノール）、
１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシベンジ
ル）イソシアヌレート、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－ｓ－
トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン、
１，３，５－トリス［２－［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）プロピオニルオキシ］－エチル］－ｓ－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５
Ｈ）－トリオン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル-メチル
）－２，４，６－トリメチルベンゼン、
４，４’－チオビス［２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルフェノール］、および
２，２’－メチレンビス（６－シクロヘキシル－４－メチルフェノール）から成る群から
選択される１以上の化合物である請求項１～４の１つによる組成物。
【請求項６】
　（各場合、成分の重量部の合計Ａ＋Ｂ＋Ｃに基づいて）０．０１～２重量部の中性のリ
ンまたは硫黄含有共安定剤であって、成分Ｆとして塩基性官能基も酸性官能基も含有しな
い共安定剤を含有する請求項１～５の１つによる組成物。
【請求項７】
　成分Ｆは、
トリス（ノニルフェニル）-ホスフィト、
トリス（２，４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスフィト、
ペンタエリスリトールビス（ステアリルホスフィト）、
ペンタエリスリトールビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ.－ブチルフェノールホスフィト）、
テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）［１，１’－ビフェニル］－４，
４’－ジイルビスホスホニト、
ジラウリルチオジプロピオネート、および
ジステアリルチオジプロピオネート
から成る群から選択される１以上の化合物である請求項６による組成物。
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【請求項８】
　請求項１～７の１つによる組成物を含有する成形物。
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